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金
滞
古
蹟
志
巻
サ

武
家
耳
底
記
に
一
冨
ふ
。
洩
香
左
馬
助
三
卿
は
‘
元
は
勢
州
北
畠
具
毅

の
医
湯
鵠
嘉
兵
衛
が
子
た
り
。
国
司
滅
亡
の
時
、
嘉
兵
衛
討
死
し

て
、
嘉
兵
衛
が
妻
、
左
馬
助
を
胎
内
に
持
ち
な
が
ら
‘
蒲
生
氏
郷
の

家
来
水
野
三
左
衛
門
が
方
に
来
嫁
し
て
、
左
馬
助
を
生
み
け
れ
ば
、

水
野
少
次
郎
と
鋭
し
け
り
。
容
顔
美
麗
類
ひ
怠
け
れ
ば
、
氏
郷
子
小

姓
に
呼
出
さ
れ
、
出
頭
し
、
心
ば
せ
の
事
ど
も
有
り

τ立
身
し
、
臭

州
安
積
郡
安
積
の
披
を
漬
け
ら
れ
.
一
高
石
を
領
し
、
安
積
左
馬
助

と
稀
し
、
後
浅
香
に
改
め
た
り
。
氏
郷
家
亡
び
て
後
流
浪
し
、
鹿
長

の
初
め
石
田
治
部
少
輸
に
有
付
き
、
溌
香
三
左
衛
門
と
競
す
。
石
田
誠
，

亡
の
後
、
再
び
浪
人
と
成
り
け
る
慮
、
大
坂
陣
の
以
前
利
常
卿
召
出

さ
れ
、
家
総
三
千
石
を
賜
は
り
.
洩
香
出
雲
と
mm
し
‘
馬
組
組
頭
を

ぽ
勤
め
た
り
。
然
る
に
後
織
田
出
雲
殿
に
指
合
ひ
、
再
び
左
馬
助
と

稀
す
。
共
後
七
百
五
扮
石
の
奥
力
士
を
附
け
ら
れ
.
此
奥
力
士
五
人
・

自
分
仕
ひ
に
て
、
常
に
左
馬
助
が
居
宅
の
式
蓋
に
直
番
す
。
と
あ
り
。

混
見
摘
お
に
、
浅
香
左
馬
助
は
、
関
原
合
践
の
時
石
田
方
に
て
、
水

野
庄
次
郎
と
い
へ
り
。
貼
の
皮
の
勿
織
、
銀
大
釘
の
前
立
物
の
聞
を

着
せ
り
。
元
来
臭
州
葛
西
大
崎
の
領
主
木
村
伊
勢
守
に
仕
へ
た
り
。

眉
目
形
、
天
下
に
沿
い
て
、
秀
弐
公
の
不
破
高
作
、
蒲
生
氏
郷
の
名
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老
山
崎
肥
前
が
骨
孫
に

τ、
彦
右
衛
門
が
子
也
。
彦
右
衛
門
加
州
に

て
武
功
有
ν
之
、
七
千
石
を
領
し
け
る
慮
、
加
州
を
立
退
き
‘
越
後
の

一
脚
子
回
長
門
方
に
客
人
分
に
て
仕
へ
け
り
。
加
州
を
立
退
く
節
、
一

子
を
践
し
置
き
た
り
。
此
の
子
出
家
し
て
普
職
坊
と
続
す
。
加
州
の

波
渚
寺
に
あ
り
。
替
職
坊
十
八
・
九
歳
の
時
、
波
着
寺
大
峰
入
を
せ
し

供
を
勤
め
た
り
。
越
前
路
に
て
夜
に
入
り
、
先
き
の
宿
を
念
ぎ
け
る

に
、
荷
物
を
骨
伊
持
た
る
小
者
共
、
手
振
に
て
跡
よ
り
走
り
来
り
、
盗
人

共
多
〈
出
合
ひ
て
荷
物
を
奪
ひ
取
り
た
り
と
‘
ふ
る
ひ
/
¥
申
し
け

り
。
普
職
坊
是
を
聞
き
て
、
甚
だ
に
く
き
仕
形
哉
、
奴
原
一
人
も
の

が
す
ま
じ
と
、
刀
烏
つ
取
り
か
け
出
す
。
波
渚
寺
法
印
回
起
を
聞
き
‘
出

家
の
事
何
の
く
る
し
き
事
悲
し
、
只
共
健
に
せ
ら
れ
よ
と
い
へ
ど

も
、
耳
に
も
聞
入
れ
宇
。
唯
一
人
立
蹄
り
、
柿
原
と
一
式
ふ
所
に
て
遥

か
に
迫
付
き
、
山
崎
彦
右
衛
門
入
道
也
、
放
等
荷
物
を
返
す
ぺ
し
。
さ

た
〈
ぽ
、
悉
〈
撫
切
に
す
る
ぞ
と
、
三
尺
二
寸
の
万
を
抜
き
て
、
大

勢
に
を
ど
り
か
L
れ
ば
、
此
の
勢
ひ
に
帯
一
だ
恐
れ
、
荷
物
を
打
捨
て

逃
行
き
け
る
を
.
大
鹿
を
揚
げ
て
、
放
等
此
荷
物
を
先
き
の
宿
ま
で

持
ち
は
と
ぷ
ぺ
し
。
左
左
〈
ぽ
一
・
在
所
を
減
却
し
、
悉
く
撫
切
に
せ
ん

と
犬
に
怒
る
。
此
言
葉
に
恐
れ
‘
盗
人
何
茂
立
蹄
り
、
荷
物
を
ぽ
盗

金
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越
山
三
郎
‘
さ
て
此
の
潟
香
庄
次
郎
な
り
。
十
六
裁
に
て
五
千
石
を

取
り
‘
木
村
伊
勢
守
身
上
果

τ
L石
岡
三
成
に
仕
へ
、
三
成
亡
び

τ

後
、
浅
香
左
馬
助
と
稀
し
、
加
州
へ
召
出
さ
れ
た
り
。
と
あ
り
。
按

守
る
に
、
左
馬
助
三
卿
は
.
底
長
五
年
開
，
原
合
職
後
流
浪
し
‘
同
十

九
年
大
坂
合
戦
以
前
利
常
卿
に
奉
仕
す
。
と
潟
香
穏
に
あ
り
。
元
和

元
・
二
年
の
士
幌
に
、
馬
廻
頭
三
千
石
洩
香
左
馬
助
と
見
h
、
寛
永
田

年
の
士
幌
に
、
烏
廻
頭
三
千
七
百
五
拾
石
漉
脊
左
馬
助
と
あ
り
て
‘

三
千
七
百
五
十
石
の
内
七
百
五
十
石
は
奥
力
知
た
り
。
左
馬
助
の
嗣

子
を
作
左
衛
門
と
い
ふ
。
共
の
子
も
作
左
衛
門
と
呼
ぺ
り
。
皆
数
子

有
り
て
、
家
総
を
配
分
し
或
は
新
知
を
賜
は
り
て
‘
本
末
と
も
数
家

に
分
れ
た
り
。
醤
藩
中
は
家
族
繁
昌
し
て
、
左
京
が
家
を
宗
家
と
せ

し
か

E
、
慶
藩
後
零
落
し
て
子
孫
絶
え
た
り
と
ぞ
。

O
山
崎
牟
左
衛
門
番
邸

.
延
貨
の
金
樺
聞
に
、
長
町
六
番
丁
の
末
、
織
悶
小
八
郎
邸
地
の
東
側
入

口
角
を
山
崎
牟
左
衛
門
の
邸
地
と
す
。
元
緑
六
年
の
士
艇
に
、
山
崎

b
T
左
衛
門
永
町
織
岡
小
八
郎
近
所
と
あ
り
。

O
山
崎
牟
左
衛
門
健
婦

混
見
摘
寝
に
一
宮
ふ
。
加
州
山
崎
b
T
左
衛
門
は
‘
越
前
朝
倉
義
景
の
家

人
三
人
し
て
背
負
ひ
け
る
を
、
先
に
押
立

τ‘
我
が
家
来
共
草
臥
れ
た

り
‘
能
き
人
足
を
求
め
得
た
り
と
、
あ
ざ
笑
ひ
、
刀
の
柄
に
手
を
懸

け
‘
跡
よ
り
押
付
け
L
れ
ば
、
盗
人
共
肝
を
冷
し
、
金
津
の
宿
ま
で

送
り
届
け
L
り
。
此
の
時
響
職
坊
が
勢
弘
、
た
と
ふ
る
に
方
注
し
。

後
高
野
山
に
登
り
け
る
に
、
七
持
院
と
無
量
誇
院
と
公
事
の
時
も
、

命
を
経
ん
じ
、
兎
角
出
家
の
器
量
悲
し
と
て
、
無
量
誇
院
の
執
持
に

て
還
俗
し
、
利
常
卿
へ
召
出
さ
れ
、
山
崎
牛
左
術
門
と
名
乗
り
、
家

総
千
石
を
賜
は
る
。
武
勇
殊
に
勝
れ
、
手
柄
多
し
と
い
へ
り
。

。
山
崎
小
右
門
侮
話

武
家
耳
底
記
に
云
ふ
。
加
州
足
程
調
山
崎
小
右
衛
門
は
‘
越
前
朝
倉

義
景
の
長
臣
山
崎
肥
前
守
吉
家
の
孫
、
山
崎
種
警
坊
の
子
た
り
。
加

州
の
、
家
老
山
崎
長
門
入
選
関
粛
も
、
肥
前
が
孫
に
て
同
姓
・
な
れ
ば
、

小
右
衛
門
関
脇
綱
方
に
懸
り
人
と
成
り
居
た
り
。
犬
坂
の
役
に
も
閑
衡

の
手
に
あ
り
。
落
城
の
目
、
閑
衡
手
合
の
一
番
鑓
な
り
。
敵
鎚
を
以

τ小
右
衛
門
を
突
伏
す
。
小
右
衛
門
が
口
中
に
入
り
て
、
左
の
頬
先

へ
突
抜
き
、
石
垣
に
突
付
く
。
小
右
衛
門
事
と
も
せ
宇
、
賞
か
れ
な

が
ら
、
右
の
鎚
を
た
ぐ
り
来
て
、
絡
に
敵
の
首
を
取
る
。
共
の
功
に

依
っ
て
、
利
常
卿
の
直
参
と
成
る
。
小
右
衛
門
は
.
隠
れ
た
き
枇
カ




